
周波数安定化 (VFO)＋局発(OSC)＋CAR.osc ３入力アダプタ追加方式
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２ｃｈ入力用アダプター回路

1.5D-2Vなど

2. 従来のVFO出力へ接続

1. CAR.OSC出力検出へ

SW2,COMに500Ω位を入れてPICを保護すると

Rb7へ(No.13)

場合によってRとCをはずして見る

（74HC00にドライブ能力が無いので少し苦しい）

74HC00P
VDD
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使用しない入力は Pull Down

使用ピンはレイアウトに合わせる

使用しない入力は Pull Down

使用ピンはレイアウトに合わせる

H = VFO選択

L = CAR.選択
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（基本的に何らかのバッファー経由）

（高速型 推奨）
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100P 1.0K

74HC00

従来のAFC回路

SW２ offsetにバンド周波数表示

offsetに 7MHz帯代表表示

5.0K

PIC保護用追加の500Ω

+5V

PIC の３番ピン(RA4)へ

PIC の12番ピン(Rb6)へ

PIC の13番ピン(Rb7)へ

３入力用PIC→SW2は無視される

元のAFC基板へ手を加えるのは配線と500Ωの２ヶ所のみ

元のLocalOSC入力

元のVFO入力

共に、アダプタを付けたままでも元のPICに戻し

（但し、L レベルではVFOの代わりにCARoscを

読み込んでしまうので必ずH レベルで使用する）

（基本的に何らかのバッファー経由）

（基本的に何らかのバッファー経由）

参考 信号の取り出す場所と方法で大きく変わるが

10PF～50PF程度のCで直流分のカットと本体への

影響をなるべく少なくするように考慮する

１，帰還増幅器の入力ピン(1,13)付近は非常に高感度なので

近くの他の信号線と平行した配線にならないように注意する

２，上記１，と同じで空いているゲートのつなぎ合わせも避ける


